
修
正
案
は
本
会
議
場
で
３

人
以
上
の
賛
同
者
で
動
議
を

提
出
、
追
加
議
案
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

主
な
修
正
内
容
は
予
算
歳

出
の
中
心
市
街
地
拠
点
（
駅

南
）
事
業
お
よ
び
中
心
市
街

地
復
興
拠
点
業
、
保
健
衛
生

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
３
事

業
に
係
る
歳
出
予
算
の
補
正

額
６
億
４
７
９
０
万
円
を
削

除
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
と
も
な
う
歳
入
、

債
務
負
担
行
為
補
正
及
び
地

方
債
補
正
も
そ
れ
ぞ
れ
修
正

す
る
も
の
で
す
。

（
田
中
尚
議
員
が
行
っ
た
修

正
案
の
提
案
理
由
の
説
明
概

要
は
下
記
の
別
枠
に
掲
載
の

と
お
り
で
す
）

駅
南
事
業
以
外
の
歳
出
で

大
き
い
の
は
財
政
調
整
基
金

や
復
興
基
金
等
の
積
立
金
で

す
。
今
回
、
財
調
基
金
に
20

億
２
１
０
０
万
円
、
復
興
等

の
積
立
金
に
20
億
８
６
０
０

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
財
調
の

現
在
高
は
95
億
４
５
２
０
万

円
に
な
り
ま
す
。
歳
入
で
は

前
年
度
の
繰
越
金
40
億
４
２

０
０
万
円
の
ほ
か
、
各
種
基

金
か
ら
の
繰
入
４
億
９
千
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
南
事
業
で
は
来
年
度
以

降
の
財
政
支
出
を
保
障
す
る

「
債
務
負
担
行
為
補
正
」
と

し
て
建
設
工
事
費
81
億
２
９

０
０
、
工
事
監
理
業
務
委
託

料
２
９
０
０
万
円
、
駅
南
北

避
難
通
路
５
億
５
１
０
０
万

円
の
計
87
億
９
０
０
万
円
が

予
算
修
正
に
反
対
し
た
議
員

の
賛
成
で
成
立
し
ま
し
た
。

（
伊
藤
清
議
員
は
一
般
会

計
そ
の
も
の
に
反
対
）

国
土
交
通
省
は
「
公
共
工

事
の
適
正
化
を
求
め
る
」
通

達
を
地
方
に
発
し
て
お
り
、

地
方
公
共
団
体
が
地
元
建
設

業
界
に
配
慮
し
、
受
注
機
会

を
確
保
す
る
た

め
分
離
・
分
割

発
注
を
勧
め
て

い
ま
す
が
、
市

の
対
応
は
こ
れ

も
無
視
し
、
鹿

島
Ｊ
Ｖ
頼
み
で

大
手
ゼ
ネ
コ
ン

優
遇
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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秋
か
ら
、
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説

は
「
べ
っ
ぴ
ん
さ

ん
」
に
変
わ
る
。

そ
れ
は
特
別
な
品

の
意
味
と
か
。
世
間
で
は
美

人
さ
ん
が
一
般
的
▼
由
来
は

愛
知
県
豊
橋
市
の
「
丸
よ
」

と
い
う
「
う
な
ぎ
店
」
の
看

板
と
の
説
も
。
江
戸
時
代
、

う
な
ぎ
が
ブ
ー
ム
の
な
り
始

め
に
「
特
別
な
品
が
あ
り
ま

す
よ
」
と
出
し
た
の
が
理
由

▼
別
嬪
と
も
書
く
。
嬪
は
中

べ

っ

ぴ
ん

国
で
宮
廷
の
側
室
を
表
す
。

化
粧
し
な
い
素
顔
の
意
味
も

あ
り
「
す
っ
ぴ
ん
」
と
し
て

も
使
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

美
人
の
素
顔
が
本
来
の
意
味

▼
余
計
な
解
説
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
東
京
都
で
は

厚
化
粧
と
揶
揄
さ
れ
た
小
池

や

ゆ

知
事
が
話
題
の
中
心
。
築
地

市
場
の
豊
洲
移
転
問
題
で
は

地
盤
が
盛
土
で
な
く
、
一
部

に
空
間
が
露
見
▼
揶
揄
し
た

当
時
の
石
原
慎
太
郎
氏
が
渦

中
の
人
物
で
は
、
笑
い
話
。

そ
れ
こ
そ
厚
化
粧
の
類
だ
。

た
ぐ
い

ま
さ
か
偽
装
工
事
が
特
別
の

品
と
で
も
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

も
そ
の
類
の
感
が
す
る
。
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田中 尚

坂下 正明

松本 尚美

落合 久三

長門 孝則

坂本 悦夫

内舘 勝則

中島 清吾
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田中 尚

坂下 正明
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落合 久三

長門 孝則

坂本 悦夫

内舘 勝則

中島 清吾

（議席順）

提
案
理
由
は
「
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
」
を
求
め
る
入
札
事

務
の
原
則
を
逸
脱
し
て
い
る
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
原
因
は
、
「
デ
ザ

イ
ン
ビ
ル
ド
（
Ｄ
Ｂ
）
方
式
」
の

（
誤
っ
た
）
採
用
で
す
。
入
札
に

欠
か
せ
な
い
予
定
・
最
低
制
限
価

格
も
、
そ
の
基
本
設
計
業
者
が
受

注
業
者
（
鹿
島
Ｊ
Ｖ
）
と
し
て
実

施
設
計
に
あ
た
り
、
そ
の
成
果
図

書
も
納
品
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下

で
、
工
事
予
算
の
提
案
は
異
常
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

市
の
政
策
判
断
を
厳
格
に

地
元
建
設
企
業
の
Ｊ
Ｖ
へ
の
参

加
で
は
、
市
が
発
注
支
援
受
託
業

者
（
㈱
三
菱
地
所
）
の
意
欲
調
査

も
採
用
せ
ず
、
議
会
に
虚
偽
の
報

告
を
し
、
事
業
の
推
進
を
図
ろ
う

と
し
た
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
地
元
業
界
の
強
い

要
望
や
議
会
の
指
摘
を
受
け
、
市

長
の
決
断
で
Ｊ
Ｖ
の
構
成
団
体
は

（
地
元
企
業
が
参
加
し
）
改
善
が

図
ら
れ
ま
し
た
が
、
入
札
時
点
で

通
常
の
最
低
応
札
者
数
（
３
者
以

上
）
や
地
元
業
者
活
用
を
優
遇
す

る
と
し
た
政
策
的
判
断
を
市
は
厳

格
に
貫
く
べ
き
で
し
た
。

約
８
９
億
円
に
増
額
変
更

工
事
予
算
は
８
月
29
日
、
全
協

で
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。
基
本

協
定
書
で
は
85
億
８
９
０
０
万
円

が
工
事
請
負
額
で
あ
り
、
そ
れ
が

通
常
の
予
定
価
格
と
の
説
明
で
し

た
。
落
札
率
99
・
２
％
を
無
視
し

て
実
施
設
計
段
階
で
、
整
備
面
積

の
削
減
や
設
地
中
熱
利
用
を
空
冷

式
に
設
計
変
更
を
行
い
、
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
な
ど
別
枠
予
算
も
工
事
協
定

額
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
協
定
違

反
で
あ
り
、
「
官
製
談
合
」
に
つ

な
が
り
ま
す
。
全
国
の
庁
舎
建
設

事
例
か
ら
基
本
計
画
で
は
建
築
費

の
上
限
平
方
㍍
単
価
は
47
万
円
で

す
。
問
題
は
建
築
費
が
低
廉
な
鉄

骨
構
造
な
の
に
54
万
円
と
大
き
く

超
す
予
算
を
適
正
と
認
め
る
か
で

す
。
地
方
財
政
法
な
ど
に
抵
触
す

る
懸
念
が
否
定
さ
れ
な
い
以
上
、

そ
の
予
算
は
除
外
す
べ
き
で
す
。
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